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高周波溶解で作成したCo-Cr-Mo-Ni合金（CCMN合金）から冷間線引きで作成した
線材について、その相構成をX線回折にて測定した。また分極測定後の線材の表面
性状を電界放出型走査電子顕微鏡で観察した。

実験
Experimental

冷間線引きで作成した直径0.35mmのCCMN合金線材について、40 kV, 40 mA, Cu
Kα (λ=1.5418Å)、走査速度0.0040 deg./minでX線回折測定を行った。線材表面
のSEM観察は加速電圧15ｋV, WD9mmで2次電子像を取得した。

結果と考察
Results and Discussion

CCMN合金線材について、冷間線引きままと650℃で10分間熱処理後の試料につい
てX線回折により、ピーク強度よりFCC相とHCP相の相分率を算出した。その結果、
冷間線引き後のHCP分率は21.7％だったのに対し、熱処理後は22.7％とほぼ変化
していない事が明らかになった。また分極測定後のCCMN合金線材について、表面
性状をSEM観察した結果、場所によっては数100nmのピットが生成している事が
分かった。
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